
難波別院 （南御堂）

経歴  主に宗教の社会貢献、利他

主義、防災と宗教などを研究して

いる。現在も継続して被災地支援、

地方防災に関わり、２０１３年よ

り「未来共生災害救援マップ（災

救マップ）」を開設し運営してい

る。

～地域と寺院のネットワーク～
 頻発する地震や自然災害—。

災救マップ

主催：真宗大谷派 大阪教区教化委員会／難波別院

講師

2019 日年

２月１   日（水）

開催
日時

18:00 ～ 20:00( 受付 /17:30）

稲場 圭信  

氏
（大阪大学大学院教授。宗教学者）

会場

第 109 回 南御堂ヒューマン・フォーラム /南御堂シアター

いなば けいしん

同朋会館 １階講堂

未来共生災害救援マップ（略称：災救マップ）は、全国の避

難所および宗教施設あわせて約３０万件のデータを集積した

日本最大級の災害救援・防災マップです。「災救マップ」は、

防災の取り組みを通して、自治体、自治会、学校、寺社・教

会等の宗教施設、NPO などによる平常時からのつながり、コ

ミュニティ作りに寄与し、災害時には救援活動の情報プラッ

トフォームとなることを目指しています。

日程

防災マップとは

１７時３０分　開場・受付開始

１８時 開会

講演　講師：稲場 圭信氏

１９時３０分　質疑応答

２０時 閉会

参加費 無料事前のお申込の必要はありません。
どなたでもご自由にご参加ください。

℡   06-6251-4720

fax 06-6251-4796

E‐mail osaka@higashihonganji．or.jp
§境内に駐車場はございません。
ご来場には公共交通機関をお使いください。

ボランティア推進実行委員会では、東日本大震災の支援活動をとおして宗教者や研究者が直面した問題点と

解決方法、今後の提言などを、『災救マップ』の事業を展開しておられる稲場圭信氏（大阪大学大学院人間

科学研究科教授）をお招きし、今後の災害に備えて地域に存立する寺院が、どのように住民や行政とネット

ワークを構築し、地域社会に貢献できる災害対策がとれるのか学ぶ機会として、このたびの公開講座の開催

に至りました。２０１８年を表す漢字にも「災」が選ばれたように、明日災害が起こるかもしれない昨今に

おいて、災害に対する意識向上を得るまたとない機会になりますので、是非ご参加ください。
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